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ガザミの稚ガニの確認

（佐藤 賢治）

■小型のガザミの腹部は幅が狭い
導流堤水門付近でガザミを採集した（Fig.1）。ガザミは

小型のうちは雌雄ともに腹部（フンドシと呼ばれる）の幅が
狭く，腹部による雌雄の判別は難しい。今回採集した個体も
全て幅の狭い雄のような腹部で
であった（Fig.2）。

Fig.1 ガザミ

■ハマガニは確認できず，夜行性のためか
今回の調査でスナガニ（Fig.9）は確認したが，ハマガニは確認できな

かった。調査した日は晴天で，夜行性のハマガニは巣穴から出てい
なかった可能性が考えられる。

Fig.3 イシガレイとヌマガレイの交雑個体

■様々な魚類
今回の調査では様々な魚類を

採集した。イシガレイは採集で
きなかったが，9cmほどに成長
したイシガレイとヌマガレイの交雑個体を採集した（Fig.3）。
昨年の夏にナベカを確認したが（レポートNo.446参照），今回

の調査では採集することができた（Fig.4，5）。
マゴチ（Fig.6，7），コトヒキ（Fig.8）の稚魚を採集した。今回採集したマゴチには，全長1.5cmほどの，

これまで採集した個体で最も小さい個体もあった。写真のように，小型のマゴチは黒い色であった。

Fig.2 ガザミの腹部

Fig.4 ナベカ Fig.5 ナベカ

Fig.6 マゴチの稚魚

Fig.7 全長1.5cmほどのマゴチの稚魚

Fig.9 スナガニ

Fig.8 コトヒキ
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